
従
業
員
満
足
度
と
組
織
の
生
産
性
を
上
げ
る
ほ
め
る
社
内
Ｓ
Ｎ
Ｓ
　
ｐ
ｏ
ｚ
ｉ
ｃ
ａ
（
ポ
ジ
カ
）

今
西
　
良
光
早
稲
田
大
学
大
学
院

サービス産業向けに提案

今西さん 、飯尾礼治さん

関東経済産業局長賞ビジネス部門
　
人
は
叱
責
さ
れ
続
け
る
と
萎
縮
し
て

い
し
ゅ
く

し
っ
せ
き

自
分
の
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
な
く
な

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
落
ち
て
、
さ
ら
に
叱
責
さ
れ
る
と

い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
り
、
徐
々

に
尊
厳
を
失
っ
て
し
ま
う
。
組
織
が
そ

の
成
員
を
不
幸
に
す
る
と
い
う
こ
と
は

絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
人
が
成

長
す
る
上
で
叱
咤
激
励
は
必
要
な
要
素

し
っ
た

で
あ
る
が
、
世
の
中
に
は
激
励
の
質
量

が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
組
織
が
多

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う

な
社
会
や
組
織
を
変
え
る
た
め
の
一
つ

の
手
段
と
し
て
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
案
を
考
え
た
。

　
新
サ
ー
ビ
ス
は
コ
ン
セ
プ
ト
が
「
現

場
の
小
さ
な
承
認
を
増
や
す
」
。
多
く

の
サ
ー
ビ
ス
企
業
で
使
わ
れ
て
い
る
社

内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
「
サ

ン
ク
ス
カ
ー
ド
」
を
ウ
ェ
ブ
に
置
き
換

え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
業
員
満
足

度
の
向
上
な
ど
サ
ン
ク
ス
カ
ー
ド
自
身

が
持
つ
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
な
が
ら
、

運
用
・
管
理
・
集
計
の
工
数
が
膨
大
、

セ
ク
シ
ョ
ン
を
越
え
て
の
共

有
が
困
難
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ

ト
を
解
消
。
離
職
率
の
低
下

や
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向
上
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
改
善
な
ど

が
見
込
め
る
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
す

る
価
値
は
、
褒
め
た
り
、
感

謝
し
た
り
す
る
こ
と
を
増
や

す
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ

て
風
土
改
善
に
寄
与
す
る
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
サ
ー
ビ
ス
企

業
に
特
化
。
ア
ル
バ
イ
ト
や

パ
ー
ト
な
ど
の
非
正
規
従
業

員
が
メ
ー
ン
に
な
る
。
例
え

ば
、
現
場
で
や
り
取
り
さ
れ

る
た
く
さ
ん
の
カ
ー
ド
の
中
か
ら
光
る

ア
イ
デ
ア
を
自
動
的
に
抽
出
で
き
る
。

審
査
講
評

起業へ若者の背中を一押し

各務　茂夫審査委員長

　
競
争

コ
ン
テ
ス
ト

は

洗
練
を
生
み
出
す
と
い
う
。

わ
が
国
の
野
球
が
世
界
最
高

水
準
に
あ
る
の
も
、
阪
神
甲

子
園
球
場
を
舞
台
に
し
た
高

校
野
球
の
全
国
大
会
、
東
京

ド
ー
ム
で
開
か
れ
る
「
都
市

対
抗
野
球
大
会
」
と
い
っ
た

コ
ン
テ
ス
ト
の
存
在
が
大
き

い
。
「
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
」
は
数
多
く
の
有
望
な
新

人
音
楽
家
を
輩
出
し
て
、
世

界
で
活
躍
す
る
日
本
人
音
楽

家
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
。
「
キ
ャ
ン

パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ

リ

Ｃ
Ｖ
Ｇ

」
は
、
こ
の

よ
う
な
大
会
だ
。
全
国
的
な

学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
で
あ
り
、
学
生
の
起

業
家

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ

ー

魂
に
火
を
付
け
て
、
ま

さ
に
若
手
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ

ー
の
登
竜
門
と
な
っ
て
い

る
。

　

周
年
を
迎
え
た
Ｃ
Ｖ
Ｇ

東
京
は
、
例
年
通
り
激
戦
区

で
、
数
多
く
の
事
業
化
提
案

の
中
か
ら
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
進

出
し
た

チ
ー
ム
は
ど
れ
も

粒
ぞ
ろ
い
だ
っ
た
。
大
賞
に

輝
い
た
法
政
大
学
の
富
岡
大

地
さ
ん
ら
の
「
育
児
と
安
心

と
安
全
を
届
け
る

Ｂ
ａ
ｂ

ｙ
　
Ａ
ｎ
ｋ
ｌ
ｅ
ｔ

」

は
、
少
子
化
が
進
展
す
る
中

で
、
若
い
母
親
の
ス
ト
レ
ス

の
最
大
の
源
泉
と
な
っ
て
い

る
育
児
の
問
題
、
と
り
わ
け

「
乳
児
突
然
死
症
候
群
」
に

着
眼
。
心
拍
数
を
感
知
し
て

緊
急
時
に
は
警
告
を
発
す
る

こ
と
が
で
き
る
技
術
を
ベ
ー

ス
と
し
た
乳
児
ケ
ア
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
だ
。

技
術
そ
の
も
の
の
他
分
野
へ

の
応
用
も
示
唆
さ
れ
て
お

り
、
大
き
な
可
能
性
を
感
じ

た
。

　
関
東
経
済
産
業
局
長
賞
は

早
稲
田
大
学
大
学
院
の
今
西

良
光
さ
ん
ら
の
「
従
業
員
満

足
度
と
組
織
の
生
産
性
を
上

げ
る
ほ
め
る
社
内
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　
ｐ
ｏ
ｚ
ｉ
ｃ
ａ

ポ
ジ

カ

」
。
店
舗
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
伴
う
多
く
の
企
業
が

直
面
す
る
、
高
い
離
職
率
の

問
題
に
着
眼
し
た
。
通
常
紙

ベ
ー
ス
で
行
わ
れ
る
「
サ
ン

ク
ス
カ
ー
ド
」
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
最
新
技
術
に
置
き

換
え
る
こ
と
で
、
企
業
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
容
易
に
し

て
、
か
つ
生
産
性
を
上
げ
る

と
い
う
野
心
的
な
事
業
提
案

で
、
単
な
る
ビ
ジ
ネ
ス

プ

ラ
ン
で
は
な
く
、
リ
ア
ル

ビ
ジ
ネ
ス

の
迫
力
を
感
じ

た
。

　

事
業
化
プ
ラ
ン
を
策
定

す
る
こ
と

か
ら
、
い
か
に

実
際
に
起
業
す
る
こ
と

へ
、
若
者
の
背
中
を
一
押
し

で
き
る
か
。
Ｃ
Ｖ
Ｇ
へ
の
期

待
は
高
ま
る
ば
か
り
だ
。
Ｃ

Ｖ
Ｇ
卒
業
生
の
中
か
ら
世
界

に
羽
ば
た
く
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
が
現
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

を
強
く
感
じ
た
Ｃ
Ｖ
Ｇ
東
京

だ
っ
た
。

第回ＣＶＧ東京審査委員（敬称略）
◆審査委員長
各務　茂夫（東京大学産学連携本部教授）

◆特別審査委員
長嶋　繁　（経済産業省関東経済産業局地域経済部
　　　　　　新規事業課課長）
◆委　員
西尾　昇治（東京商工会議所理事・事務局長）
田村　真理子（日本ベンチャー学会事務局長）　
山元　文明（りそな総合研究所専務）　
大庭　裕信（ＡＧＳ取締役兼執行役員法人事業本部
　　　　　　本部長）

臼杵　ひろみ（ファンケルＣＳＲ推進事務局長）　
下條　武男（日本コンピュータ ダイナミクス名誉会長
田中　豊　（東京ニュービジネス協議会副会長、
　　　　　　アートグリーン社長）　
松谷　卓也（プロジェクトニッポン社長）　
川原　洋　（日本ＭＩＴエンタープライズフォーラム
　　　　　　理事長、サイバー大学学長）　
木村　将之（トーマツベンチャーサポート
　　　　　　アドバイザリーサービス事業部部長）　
市川　隆治（ベンチャーエンタープライズセンター
　　　　　　理事長）　
伊藤　豊　（スローガン社長）　
伊藤　健吾（モビーダジャパン　チーフアクセラレーター）
竹本　祐介（日刊工業新聞社執行役員編集局長）

第回キャンパスベンチャーグランプリ東京　受賞者一覧
　　　　　　◆賞〈部門〉、受賞テーマ、受賞者氏名（大学名） 敬称略

◆大賞・ＶＥＣ賞〈テクノロジー部門〉
　育児に安心と安全を届ける　～ ～
　　富岡大地（法政大学）八嶋佐紀（同）武弓耕太（同）ヨウ・フイゾン（同）
◆関東経済産業局長賞〈ビジネス部門〉
　従業員満足度と組織の生産性を上げる ほめる 社内ＳＮＳ　 （ポジカ）
　　今西良光（早稲田大学大学院）飯尾礼治（同）沼尻匠（東京工業大学）
　　小林怜二（早稲田大学）門田見侑大（同）三浦慶大（同）
◆優秀賞〈テクノロジー部門〉
　３Ｄスキャナと３Ｄプリンタによる次世代ネイルチップ「 」
　　椎橋麻里奈（東京大学大学院）帰山凌（同）山賀美裕（専修大学）
◆優秀賞〈ビジネス部門〉
　首都圏 愛知 関西在住大学生と地元の優良中小企業のマッチング事業　～まだ ここにない 出会いの場～
　　田中優磨　早稲田大学大学院 　藤原正賢　慶応義塾大学 　須田唯嗣　立教大学 　小布施美春　明治大学
◆りそな銀行賞〈テクノロジー部門〉
　人間計測技術を用いたロボット評価サービス　
　　三浦智（早稲田大学大学院）金石大佑（同）
◆日刊工業新聞社賞〈テクノロジー部門〉
　「 」～日本のクリエイティビティを世界に～
　　丸橋裕史（慶応義塾大学大学院）森田博和（シカゴ大学大学院ビジネススクール）
◆奨励賞〈ビジネス部門〉
　診療支援アプリ「 」
　　坂田亮介（東京大学）羅悠鴻（同）スクリット・ウィナヤウェーキン（同）
◆奨励賞〈ビジネス部門〉
　不動産投資信託による民間資金を活用した大規模住宅団地のスマート化再生ビジネスモデル
　　小林寛（東京大学大学院）
◆奨励賞〈ビジネス部門〉
　 ―デザイン性が高いビジネスシャツを毎週５着、月額 円でお届け
　　柴田英紀（青山学院大学大学院）織田島哲哉（同）嶋田哲治（同）有田翔（同）
◆奨励賞〈ビジネス部門〉
　喫茶店と企画を繋ぐＷＥＢサービス『　 　』が喫茶店を救う
　　舩尾拓史（中央大学）小玉千陽（東京工業大学）坂本優（同）山尾駿之介（駒沢大学）
◆奨励賞〈ビジネス部門〉
　モノづくり応援ソーシャルプラットフォーム事業
　　井出由紀子（青山学院大学大学院）小林央（同）中田智久（同）加藤由将（同）

首
都
圏
・
愛
知
・
関
西
在
住
大
学
生
と
地
元
の
優
良
中
小
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
～
ま
だ
、
こ
こ
に
な
い
、
出
会
い
の
場
～

田
中
　
優
磨
早
稲
田
大
学
大
学
院

信州若者１０００人会議開催

優　秀　賞ビジネス部門

左から須田唯嗣さん 小布施美
春さん 藤原正賢さん 田中さん

　
地
方
の
企
業
に
よ
る
首
都
圏
在
住
学

生
向
け
の
就
職
説
明
会
は
、
学
生
、
企

業
双
方
に
と
っ
て
、
満
足
の
い
く
も
の

で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

　
あ
る
学
生
は
就
職
活
動
で
地
元
企
業

の
集
ま
る
説
明
会
に
参
加
し
た
も
の

の
、
満
足
度
が
低
か
っ
た
。
ブ
ラ
ン
ド

的
魅
力
が
な
く
、
説
明
が
洗
練
さ
れ
て

い
な
い
。
な
り
よ
り
合
同
説
明
会
で
は

業
務
の
内
容
は
分
か
っ
て
も
、
地
元
で

働
く
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
地
元
で
働
く
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
地

元
志
向
の
低
下
、
大
都
市
一
極
集
中
に

つ
な
が
る
。
そ
の
結
果
、
地
方
企
業
は

人
材
確
保
に
苦
労
す
る
。

　
求
め
て
い
る
の
は
、
地
元
で
働
く
多

方
面
の
人
の
話
を
聞
く
こ
と
。
そ
こ
で

同
様
の
こ
と
を
考
え
る
学
生
が
、
地
元

就
職
に
直
結
す
る
交
流
の
場
を
企
画
し

た
。
２
０
１
３
年
６
月

日
に
東
京
都

内
で
６
５
０
人
の
長
野
県
出
身
の
学
生

を
集
め
て
、
参
加
費
１
０
０
０
円
で
地

元
の
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る
信

州
若
者
１
０
０
０
人
会
議
を
開
催
。
講

演
会
や
学
生
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
企
画
を
通
じ
て
、
学
生

の
帰
郷
の
意
欲
が
高
ま
っ
た

場
に
お
い
て
、
参
加
企
業
が

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
魅
力
を

発
信
。
企
業
は
費
用
を
抑
え

て
採
用
活
動
が
で
き
た
。

　
信
州
若
者
１
０
０
０
人
会

議
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
な

ど
か
ら
学
生
が
集
ま
っ
て
運

営
し
た
。
同
世
代
の
若
者
が

考
え
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら

の
地
方
を
、
日
本
を
支
え
る

若
者
が
参
加
し
や
す
く
し

た
。
参
加
を
き
っ
か
け
に
、

新
卒
内
定
、
転
職
を
果
た
し

た
人
が
い
る
。
今
後
も
既
存

の
採
用
市
場
、
出
会
い
方
を
打
破
す

る
、
新
た
な
就
職
活
動
の
仕
組
み
を
開

拓
す
る
。

３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
と
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
に
よ
る
次
世
代
ネ
イ
ル
チ
ッ
プ
「
Ｆ
ａ
ｃ
ｉ
ｌ
ｅ
　
Ｎ
ａ
ｉ
ｌ
」

椎
橋
麻
里
奈
東
京
大
学
大
学
院

気軽にぴったりネイル

優　秀　賞テクノロジー部門

椎橋さん 、山賀美裕さん

　
女
性
の
つ
め
の
お
し
ゃ
れ
の
主
な
方

法
と
し
て
、
ジ
ェ
ル
ネ
イ
ル
と
ネ
イ
ル

チ
ッ
プ
の
２
種
類
が
あ
る
。

　
ジ
ェ
ル
ネ
イ
ル
は
紫
外
線
で
硬
化
す

る
光
硬
化
樹
脂
の
ジ
ェ
ル
を
用
い
て
、

自
分
の
つ
め
の
上
に
人
工
の
つ
め
を
形

作
る
方
法
。
見
た
目
が
き
れ
い
で
外
れ

る
こ
と
が
な
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
一

方
、
簡
単
に
着
脱
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
社
会
人
女
性
に
は
気
軽
に
利
用
で

き
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。

　
ネ
イ
ル
チ
ッ
プ
は
合
成
樹
脂
で
作
ら

れ
た
人
工
つ
め
で
、
両
面
テ
ー
プ
や
、

接
着
剤
で
つ
め
に
貼
り
付
け
る
。
大
量

生
産
の
既
製
品
と
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

品
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
簡
単
に
着
脱
で

き
て
、
気
軽
に
使
え
る
利
点
が
あ
る
。

し
か
し
、
既
製
品
は
個
人
の
つ
め
の
形

に
フ
ィ
ッ
ト
せ
ず
外
れ
や
す
い
。
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
品
は
高
価
格
で
あ
る
た

め
、
日
常
か
ら
気
軽
に
使
わ
れ
て
い
な

い
。

　
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
現
在
、
抜
群

の
フ
ィ
ッ
ト
感
を
持
ち
、
気
軽
に
楽
し

め
る
安
価
な
ネ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
は
市
場

に
な
い
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
ネ
イ
ル
の
開

発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
判
断
し
て
、

顧
客
の
つ
め
の
形
に
ぴ
っ
た

り
合
う
「
完
全
オ
ー
ダ
ー
メ

ー
ド
ネ
イ
ル
チ
ッ
プ
」
の
販

売
を
考
え
た
。
３
Ｄ
ス
キ
ャ

ナ
ー
で
収
集
し
た
顧
客
の
つ

め
デ
ー
タ
を
基
に
、
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
を
用
い
て
ぴ
っ
た

り
合
う
ネ
イ
ル
チ
ッ
プ
を
短

時
間
で
作
成
。
郵
送
で
顧
客

に
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。
外

部
機
関
に
新
規
顧
客
の
開

拓
、
代
金
の
回
収
を
依
頼
す

る
。
一
度
デ
ー
タ
収
集
し
た

顧
客
は
、
２
回
目
以
降
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
が
で

き
る
。
着
脱
可
能
で
あ
り
、

週
末
な
ど
に
、
気
軽
に
ネ
イ
ル
を
楽
し

む
こ
と
が
可
能
だ
。

　　 ２０１４年 平成２６年 １月１４日 火曜日 【特別企画】 （ ）


